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 今後の検討に向けて                   

 

 千葉県の水道を取り巻く環境が変化していく中で、これまで築いてきた財産である水

道を新しいニーズに対応したものへと発展させ次世代に受け継ぐため、県内の水道事業

には大きな転換が求められています。 

 県内水道では、各水道事業体にこれまで以上に不断の努力が期待されるとともに、よ

り抜本的にこれからの県内の水道事業を見直すことが求められています。 

 その際に、統合・広域化は有力な選択肢の一つと考えます。 

 

 今回これまでの議論をとりまとめ、中間報告としました。この中間報告を基に、これ

からの県内の水道事業について、県・市町村が共通認識を持った上で、統合・広域化の

具体的な対話を進めることを期待しています。 

  

今後の進め方としては、地域ごとに検討会を開催し、水道事業ガイドライン等を参考

とした共通の客観的な指標により各水道事業の置かれている状況について共通理解を

高めるとともに、この中間報告で一般的に整理した統合・広域化の効果について各地域

の実情に即して具体的に検討することが望ましいと考えます。 

 

 当委員会においては、今後の県内各地域での検討状況を踏まえつつ、千葉県の実情に

即した水道のこれからについて更に議論し、県・市町村等の関係者の対話と合意形成を

促したいと考えています。 

 

 

              


